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校  長  決  定 

 

１ いじめ問題への基本的な考え方 

（１）教育目標の「自主・自律の精神」「思いやりと規範意識」の育成を目指し、生命を尊

重し、自分と他者を大切にする心を育む。 

（２）いじめはどの学級にも起こり得ると認識し、校長のリーダーシップのもと、全教職

員が一丸となって「いじめを生まない・許さない」学校づくりを推進し、未然防止

や早期対応、指導力向上に努める。 

（３）被害の生徒からの声やいじめの兆候を確実に受け止め、被害の生徒が安心して学校

生活を送ることができるように、被害の生徒を組織的に守り通す。 

（４）いじめを見て見ぬふりをせず、周囲の生徒が声を上げられるように、生徒による主

体的な取組を支え、勇気をもって教員等に伝えた生徒を守り通す。 

（５）学校がいじめ問題を迅速かつ的確に解決できるように、保護者や地域、関係機関（警

察、医療機関、福祉機関）と連携し、社会総がかりで取り組む。 

 

２ 学校及び教職員の責務 

本校及び本校の教職員は、いじめに関する法律や条例の基本理念にのっとり、本校に在

籍する生徒の保護者、地域並びに関係する機関及び団体との連携を図りつつ、学校全体で

いじめの未然防止及び早期発見に取り組むとともに、本校に在籍する生徒がいじめを受け

ていると思われる時は、適切かつ迅速に対処する責務を有する。 

 

３ いじめ防止等のための組織 

（１）学校いじめ対策委員会 

  ア 設置の目的 

いじめの防止等に関する措置を実効的に行う。重大事態が発生した場合には、

当該重大事態に係る事実関係を明確にするための調査を行う。 

イ 所掌事項 

       ○未然防止 

       ○早期発見 

       ○早期対応 

       ○重大事態への対処 

  ウ 会議 

教育相談委員会の中に位置づける。 

エ 委員構成 

校長、副校長、生活指導主任、生徒部担当、学年担当、特別支援教育コーディネ

ーター、養護教諭、スクールカウンセラー  



（２）学校サポートチーム 

  ア 設置の目的 

犯罪や虐待行為等が疑われる場合に、迅速かつ円滑に対応できるように警察や

児童相談所と情報を共有し、対応策を協議する。 

  イ 所掌事項 

       ○被害の生徒、加害の生徒、周囲の生徒への取組 

       ○警察・児童相談所等との連携・協力 

       ○保護者・地域との連携 

       ○スクールカウンセラーとの連携 

  ウ 会議 

教育相談委員会内で協議の上随時開催   

  エ 委員構成 

校長、副校長、生活指導主任、生徒部担当、スクールカウンセラー、外部委員、

その他校長が必要と認める者 

 

４ 段階に応じた具体的な取組 

（１）未然防止のための取組 

  ア 「いじめは絶対に許されない」雰囲気づくり 

  イ 道徳教育、人権教育、読書活動・体験活動等などの推進による、いじめに向かわ

ない態度・能力の育成 

 ウ 生徒がいじめについて学び、主体的にいじめの防止を訴えるような取組の推進 

  エ 校内研修の充実による教職員の資質の向上と生徒・保護者への防止のための啓発

活動の推進 

  オ 家庭訪問、学級通信などを通じた家庭との緊密な連携・協力 

（２）早期発見のための取組 

  ア 定期的なアンケート調査、春と秋の面談週間、教育相談等を通じた早期のいじめ

の実態把握 

  イ スクールカウンセラーの１学年全員面接と学年保護者会参加による、生徒がいじ

めを訴えやすい体制の整備 

  ウ 保健室・相談室等の利用及び電話相談窓口の周知等による相談体制の整備 

  エ 教育相談委員会による教職員全体の組織的・計画的な情報の共有化 

  オ 「いじめ発見のチェックシート」等の活用 

（３）早期対応のための取組 

  ア いじめ発見時に、教員が一人で抱え込まない速やかな組織対応 

  イ いじめられた生徒及び知らせてきた生徒の安全確保と落ち着いて教育を受けられ

る環境整備 

  ウ いじめを見ていた生徒が、自分の問題として捉えられる指導 

  エ 保護者への支援・助言と保護者会開催などによる情報共有 

  オ 関係機関、専門家等との相談・連携と犯罪行為事案についての警察との相談 

（４）重大事態への対処 



  ア いじめられた生徒の安全確保と落ち着いて教育を受ける環境整備 

  イ 関係機関、専門家等との相談・連携、犯罪行為の事案についての警察との連携 

  ウ 事実関係の明確な調査の実施及び設置者が実施する調査への協力 

  エ 重大事態発生についての教育委員会又は知事への報告 

  オ 重大事態の調査結果についての知事の調査（再調査）への協力 

 

５ 教職員研修計画 

（１）年３回の「学校の課題意識の共通理解」、「未然防止に向けた学校の対応」、「重大事

態発生時の対応」等に関するスクールカウンセラーと連携した校内研修会 

（２）「いじめ発見チェックシート」等の教材・資料の活用 

 

６ 保護者との連携及び啓発の推進に関する方策 

（１）学校便り・保護者会の活用による積極的な情報共有と連携・協力関係の構築 

（２）ＰＴＡ役員等への情報提供による連携・協力体制の構築 

 

７ 地域及び関係機関や団体等との連携推進の方策 

（１）東京都教育委員会との連携 

（２）学校運営連絡協議会等を通じた地域との連携 

（３）学校サポートチームを通じた警察、児童相談所との連携・協力 

 

８ 学校評価及び基本方針改善のための計画 

（１）学校評価アンケート項目に「いじめ」に関する質問項目の設定 

（２）調査結果に基づく、教育相談による実態把握と対応 

（３）学校評価結果に基づく、基本方針の検討・改訂 

 

 


